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一　

現
状

「
池
田
綱
政
筆
伊
勢
物
語
屏
風
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
は
、
林
原
美
術
館

に
所
蔵
さ
れ
る
岡
山
池
田
家
伝
来
資
料
の
一
点
（
書
跡
二
八
四
―
一
）
で

あ
る
。
本
来
は
伊
勢
物
語
屏
風
の
一
部
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
紙
片
が

四
十
二
枚
、
一
括
し
て
包
み
紙
に
包
ま
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
包
み

紙
（
包
み
の
大
き
さ
、縦
三
七
・
五
セ
ン
チ
×
横
二
四
・
五
セ
ン
チ
）
に
は
、

中
央
に
「
綱
政
公
御
筆　

伊
勢
物
語
御
屏
風
メ
ク
リ　

歌　

大
小
切
　々

四
十
二
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
屏
風
メ
ク
リ
」
が
、
岡
山
池
田

藩
第
二
代
の
藩
主
、
池
田
綱
政
（
寛
永
十
五
年
・
一
六
三
九
～
正
徳
四
年
・

一
七
一
四
）
の
筆
蹟
と
し
て
、
屏
風
か
ら
切
り
取
ら
れ
大
切
に
保
存
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
包
み
紙
に
は
こ
の
他
、「
故
御
廟
御
宝
庫
」

や
「
色
一
号
二
ノ
二　

内
十
三
」（
朱
筆
）
な
ど
、
こ
の
資
料
の
か
つ
て

の
保
管
や
分
類
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
①

参
照
）。

包
み
紙
の
中
に
は
、
標
示
通
り
四
十
二
枚
の
紙
片
が
重
な
っ
た
形
で
収

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
大
き

さ
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、
最

大
の
も
の
は
後
述
す
る
第

二
二
段
の
和
歌
が
書
か
れ
た

も
の
で
縦
二
三
・
三
セ
ン
チ

×
横
三
十
五
・
四
セ
ン
チ
、

最
小
は
縦
一
三
セ
ン
チ
×
横

一
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
こ

に
記
さ
れ
た
、
綱
政
の
筆
蹟

と
考
え
ら
れ
る
文
字
は
、
包

幻
の
伊
勢
物
語
屏
風

―
林
原
美
術
館
蔵
「
池
田
綱
政
筆
伊
勢
物
語
屏
風
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
を
め
ぐ
っ
て
―

山
　
本
　
登と

く

　
朗ろ

う

　

写真①
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み
紙
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
が
伊
勢
物
語
の
和
歌
だ
が
、
一

首
だ
け
で
な
く
一
つ
の
紙
片
に
二
首
の
歌
が
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
さ

ら
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
和
歌
以
外
の
物
語
本
文
が
書
か
れ
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。
多
く
の
紙
片
の
周
囲
に
は
絵
の
一
部
が
見
え
て
お
り
、

中
に
は
か
な
り
大
き
く
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
も
と
の
屏

風
（
以
下
「
原
屏
風
」
と
呼
ぶ
）
が
伊
勢
物
語
の
絵
を
描
い
た
屏
風
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
字
が
す
べ
て
金
地
の
雲
形
の
中
に

書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、伊
勢
物
語
屏
風
の
画
中
の
金
地
雲
形
部
分
に
、

和
歌
を
中
心
と
す
る
物
語
本
文
が
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二　

屏
風
原
型
の
推
測
・
そ
の
一

　

伊
勢
物
語
屏
風
の
画
中
の
金
地
雲
形
部
分
に
和
歌
な
ど
が
書
か
れ
て

い
る
現
存
例
は
多
く
な
い
が
、伊
藤
敏
子
氏『
伊
勢
物
語
絵
』（
一
九
八
四
・

角
川
書
店
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
所
蔵
バ
ー
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
伊
勢
物
語
屏
風
六
曲
一
双
に
、

原
屏
風
と
類
似
し
た
、
金
地
雲
形
に
和
歌
を
書
き
入
れ
た
類
例
が
見
ら

れ
る
（
河
田
昌
之
氏
の
御
示
教
に
よ
る
、
写
真
②
③
参
照
）。
原
屏
風
に

お
け
る
絵
と
文
字
の
か
か
わ
り
の
形
も
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
屏
風
は
小
型
の
も
の

で
あ
り
、
描
か
れ
て
い
る
場
面
数
も
十
七
場
面
と
少
な
く
、
記
さ
れ
た
和

歌
も
わ
ず
か
十
七
首
で
あ
っ
て
、「
池
田
綱
政
筆
伊
勢
物
語
屏
風
メ
ク
リ

四
十
二
枚
」
に
見
え
る
四
十
二
首
以
上
の
和
歌
の
数
と
比
べ
て
、
き
わ
め

て
少
な
い
。
そ
の
点
、
両
者
の
性
格
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。ま
た
、こ
れ
と
は
別
に
、伊
藤
敏
子
氏
同
書
に
は
、第
二
三
段
・

第
五
一
段
の
二
場
面
が
描
か
れ
、
そ
の
両
章
段
の
本
文
が
画
面
上
部
の
金

写真③　メトロポリタン美術館屏風２

写真②　メトロポリタン美術館屏風１
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地
雲
形
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
二
曲
一
双
の
屏
風
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
二
章
段
の
み
が
描
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
、
原
屏

風
の
姿
と
は
、
か
な
り
形
態
が
異
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

三　

屏
風
原
型
の
推
測
・
そ
の
二

　
「
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
の
各
紙
片
に
は
、
一
枚
に
二
章
段
の
和
歌
が
書

か
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
原
屏
風
で
は
そ
の

近
く
に
二
章
段
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
四
十
二
枚
と
い
う
紙
片
の
枚
数
は
、
原
屏
風
に
描
か
れ
て
い
た
場
面

の
数
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
い
ま
、
原
屏
風
に
描
か
れ
て

い
た
絵
画
場
面
と
そ
の
数
を
確
認
す
る
た
め
に
、「
池
田
綱
政
筆
伊
勢
物

語
屏
風
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
に
和
歌
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
章
段
（
場
面
）

を
、
定
家
本
伊
勢
物
語
の
配
列
に
従
っ
て
章
段
番
号
順
に
列
挙
す
る
と
、

次
の
通
り
で
あ
る
。（
同
一
章
段
の
複
数
の
場
面
の
和
歌
が
異
な
っ
た
紙

片
に
別
々
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
章
段
番
号
の
下
に
ａ
ｂ
ｃ
…
の

記
号
を
付
し
て
別
場
面
と
し
て
列
挙
す
る
。）

　
　

一
、二
、三
、四
、五
、六
、七
、八
、九
ａ
、
九
ｂ
、
九
ｃ
、
九
ｄ
、

一
二
、一
四
、一
八
、二
〇
、二
二
、二
三
ａ
、
二
三
ｂ
、
二
三
ｃ
、

二
四
、二
七
、二
九
、四
一
、四
五
、四
九
、五
〇
、五
一
、六
〇
、六
三
、六

五
、六
八
、六
九
、七
一
、七
八
、八
〇
、八
一
、八
二
、八
三
、八
七
ａ
、

八
七
ｂ
、
九
三
、九
五
、九
八
、一
〇
一
、一
〇
六
、一
一
九

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
屏
風
に
は
合
計
四
十
一
章
段
・
四
十
七
場
面
の
絵

が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
章
段
と
場
面

は
、
伊
勢
物
語
最
初
の
版
本
と
し
て
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
に
刊
行

さ
れ
た
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
の
挿
絵
の
場
面
と
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
第

六
七
段
と
第
一
二
五
段
が
含
ま
れ
て
い
な
い
点
が
異
な
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
一
二
五
段
は
臨
終
の
段
で
あ
り
、
不
吉
を
嫌
っ
て
意
図
的
に

避
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
六
七
段
の
歌
が
見
え
な

い
点
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
本
来
四
十
三
枚
あ
っ
た
紙
片
の
う
ち
、
第

六
七
段
の
和
歌
を
書
い
た
一
枚
が
脱
落
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い

ま
は
ひ
と
ま
ず
こ
の
段
が
省
略
さ
れ
て
描
か
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て

お
く
。
す
な
わ
ち
原
屏
風
は
、
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
に
描
か
れ
た
挿
絵
の

四
十
九
場
面
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
つ
つ
、
そ
の
う
ち
臨
終
の
段
で
あ
る
第

一
二
五
段
を
割
愛
し
、
そ
れ
に
加
え
て
第
六
七
段
も
省
略
し
て
、
合
計

四
十
七
の
場
面
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

伊
勢
物
語
嵯
峨
本
の
挿
絵
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
伊
勢
物
語
絵
に
対
し

て
実
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ

る
。
宗
達
や
岩
佐
又
兵
衛
な
ど
一
部
の
絵
師
の
作
を
除
け
ば
、
元
禄
ご
ろ

ま
で
の
伊
勢
物
語
絵
入
り
版
本
や
手
描
き
の
絵
が
添
え
ら
れ
た
伊
勢
物
語
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絵
本
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
挿
絵
は
、
嵯
峨
本
で
描
か
れ
た
章
段
の
同
じ

場
面
を
踏
襲
し
て
描
い
て
お
り
、
構
図
や
図
柄
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
変

化
を
加
え
つ
つ
も
、
嵯
峨
本
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
た
も
の
が
ほ
ぼ

す
べ
て
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
事
情
は
、
伊
勢
物
語
屏
風
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
原
屏
風
は
、
嵯
峨
本
で
挿
絵
と
し
て

描
か
れ
た
四
十
九
の
場
面
の
う
ち
四
十
七
の
場
面
を
、
お
そ
ら
く
は
嵯
峨

本
の
流
れ
を
く
む
類
似
の
構
図
を
用
い
て
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四�　

類
例
と
の
比
較
…
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物

語
図
屏
風

　

原
屏
風
の
姿
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
え
る
た
め
に
、
同
じ
よ
う
に
嵯
峨
本

の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物

語
図
屏
風
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
こ
の
屏
風
に
つ
い
て
は
、『
鉄
心
斎

文
庫
所
蔵
芦
澤
新
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅵ
・「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
の
世

界
』〈
二
〇
〇
四
年
・
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
〉、
国
文
学
研
究
資

料
館
特
別
展
示
図
録
『
伊
勢
物
語
の
か
が
や
き
―
鉄
心
斎
文
庫
の
世
界

―
』〈
二
〇
一
七
年
・
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
〉
を
参
照
。

https://doi.org/10.20730/200025220

で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
の
影
響
を
受
け
た
同
類
の
作
品
と
し
て
、
他
に

斎
宮
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
伊
勢
物
語
図
屏
風
が
知
ら
れ
て
い
る
）。

　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
（
写
真
④
⑤

参
照
）
は
六
曲
一
双
。
紙
本
着
色
。
全
体
の
大
き
さ
は
各
縦
一
七
〇
セ
ン

チ
×
横
三
六
八
セ
ン
チ
。
絵
の
部
分
は
各
縦
一
五
六
セ
ン
チ
×
横
三
五
六

セ
ン
チ
。
金
地
の
大
き
な
雲
形
が
場
面
の
区
切
り
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
は
特
に
文
字
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
書
こ
う
と
思
え
ば
そ

の
た
め
に
十
分
な
大
き
さ
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
い
ま
仮
に
概
算
し
て

写真⑤　鉄心斎文庫屏風２

写真④　鉄心斎文庫屏風１
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み
る
と
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
の
左
隻
・
右
隻
の
画
面
を
合
わ

せ
た
総
面
積
は
一
一
一
〇
七
二
平
方
セ
ン
チ
だ
が
、「
池
田
綱
政
筆
伊
勢

物
語
屏
風
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
の
す
べ
て
の
紙
片
の
面
積
を
合
計
す
る
と

一
四
七
三
〇
平
方
セ
ン
チ
。
双
方
の
屏
風
の
大
き
さ
が
同
じ
で
あ
っ
た
と

考
え
る
と
、金
地
雲
形
に
文
字
が
書
か
れ
た
四
十
二
枚
の
部
分
の
面
積
は
、

全
体
の
一
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
に
描
か
れ
て
い
る
場
面
は
四
十
四

場
面
（
う
ち
第
六
〇
段
の
絵
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
前
述
の
『
伊
勢
物
語

の
か
が
や
き
―
鉄
心
斎
文
庫
の
世
界
―
』
に
従
っ
て
お
く
）。
そ
れ
を
嵯

峨
本
と
比
べ
る
と
、
こ
こ
で
も
第
一
二
五
段
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

他
、
第
二
二
段
、
第
二
三
段
ｃ
（
高
安
）、
第
二
四
段
、
第
四
一
段
の
四

場
面
が
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
描
か

れ
た
場
面
だ
け
か
ら
比
較
す
る
と
、
四
十
七
場
面
を
描
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
原
屏
風
の
方
が
嵯
峨
本
に
よ
り
忠
実
で
あ
り
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物

語
図
屏
風
の
方
が
嵯
峨
本
か
ら
や
や
新
し
い
形
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。

五　

絵
の
検
討

　
「
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
に
は
、
原
屏
風
の
絵
の
か
な
り
の
部
分
が
紙
片

の
中
に
文
字
と
と
も
に

残
っ
て
い
る
場
合
が
い

く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
を
見
な
が
ら
、
原

屏
風
の
原
型
に
つ
い
て

さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
第
六
段
の
「
白
玉

か
」
の
歌
が
書
か
れ
た
紙

片
に
は
、
そ
の
右
下
に
、

第
六
段
の
、
芥
川
の
河
辺

を
逃
げ
る
男
女
の
姿
を
描

い
た
絵
の
一
部
が
見
え
る

（
写
真
⑥
⑦
）。
男
が
振
り

返
っ
て
、
背
負
っ
て
い

る
女
と
同
じ
方
向
を
見

て
い
る
、
そ
の
視
線
の

先
に
は
、
白
く
輝
く
露

が
描
か
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
図
柄
は

嵯
峨
本
（
写
真
⑧
）
に

写真⑦　6 段拡大写真⑧　嵯峨本 6 段 写真⑥　6 段
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見
ら
れ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
は
鉄
心

斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風（
写
真
⑨
）

に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
、
原
屏
風
や

鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
が
嵯

峨
本
の
絵
を
（
間
接
的
に
）
継
承
し

て
い
る
ひ
と
つ
の
徴
証
と
言
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

次
に
、
第
二
七
段
の
歌
が
書
か
れ

た
紙
片
の
左
側
に
は
、
女
の
歌
を
立

ち
聞
き
す
る
男
の
姿
の
絵
が
残
さ
れ

て
い
る
（
写

真
⑩
）。
体

を
そ
む
け
る

よ
う
な
こ
の

姿
勢
も
、
嵯

峨
本
の
絵

（
写
真
⑪
）

と
よ
く
共
通
し
て
い

る
。こ
の
場
面
の
場
合
、

鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語

図
屏
風
で
は
男
は
立
ち

聞
き
で
は
な
く
の
ぞ
き

見
（
か
い
ま
み
）
を
し

て
い
る
よ
う
な
姿
勢
で

描
か
れ
て
い
て
、
嵯
峨
本
の
図
柄
か
ら
離
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
一
四
段
の
歌
が
書
か
れ
た
紙
片
に
は
、
陸
奥
の
女
と
思
わ
れ
る
女
性

の
姿
が
鮮
明
に
残
さ
れ
て
い
る（
写
真
⑫
）。こ
の
絵
は
、嵯
峨
本（
写
真
⑬
）

の
、
後
ろ
を
向
い
た
女
性
の
像
と
は
異
な
っ
て
い
る
一
方
、
鉄
心
斎
文
庫

伊
勢
物
語
図
屏
風
（
写
真
⑭
）
と
は
左
右
逆
転
し
て
い
る
が
よ
く
似
た
図

様
と
な
っ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

写真⑩　27 段
写真⑨　鉄心斎文庫屏風６段

写真⑫　14 段

写真⑪　嵯峨本 27 段

写真⑬　嵯峨本 14 段
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第
二
二
段
の
場
合
、
紙
片
の
左
側
に
「
秋
の
夜
の
千
夜
を
一
夜
に
な
ぞ

ら
へ
て
」
の
歌
が
通
常
の
形
で
書
か
れ
、
そ
の
右
側
に
、
左
か
ら
右
に
向

け
て
逆
方
向
に
改
行
し
つ
つ
「
秋
の
夜
の
千
夜
を
一
夜
に
な
せ
り
と
も
」

と
い
う
返
歌
が
書
か
れ
て
い
る
（
写
真
⑮
）。
工
夫
を
凝
ら
し
た
書
法
の

一
例
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
紙
片
に
は
こ
の
段
の
絵
が
ほ

と
ん
ど
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
構
図
は
変
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の

絵
も
嵯
峨
本
の
系
統
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
前
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
紙
片
は
、
残
さ
れ
た
四
十
二
枚
の
う
ち
最
大
の
も
の
で
あ

る
。
こ
の
段
の
絵
は
、
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
図
屏
風
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
。

第
四
一
段
の
場

合
は
「
紫
の
色
こ
き

時
は
」
と
い
う
歌
の

後
に
「
む
さ
し
野
の

心
な
る
べ
し
」
と
い

う
本
文
の
詞
章
が
書
か
れ
、
そ
の
下
に
絵
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写

真
⑯
）。
こ
の
絵
も
、左
右
逆
転
し
て
い
る
が
嵯
峨
本
第
四
一
段
の
絵
（
写

真
⑰
）
に
近
い
姿
で
あ
る
こ
と
が
、
残
存
部
分
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

　

第
二
三
段
と
第
二
〇
段
の
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
紙
片
（
写
真
⑱
）
に
は
、

上
と
下
に
絵
が
見
え
る
。
下
部
に
見
え
る
の
は
第
二
〇
段
の
絵
の
ほ
ぼ
す

写真⑮　22 段

写真⑭　鉄心斎文庫屏風 14 段

写真⑯　41 段

写真⑰　嵯峨本 41 段写真⑱　23 段、20 段
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べ
て
と
思
わ
れ
る
が
、
上
部
右
側
に
見
え
る
武
装
し
た
男
た
ち
の
絵
は
、

第
二
三
段
で
は
な
く
、
第
一
二
段
の
、
武
蔵
野
に
隠
れ
て
い
る
男
女
を
捕

ら
え
よ
う
と
す
る
者
た
ち
を
描
い
た
絵
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
の
、
左

側
で
弓
を
引
い
て
い
る
男
は
江
戸
時
代
風
の
武
士
の
姿
を
し
て
い
て
、
そ

の
鎧
の
胴
に
は
丸
に
「
大
」
と
い
う
文
字
を
書
い
た
紋
が
大
き
く
記
さ
れ

て
い
る
。
鉄
心
斎
文
庫
旧
蔵
絵
入
り
伊
勢
物
語
の
う
ち
、『
絵
で
読
む
伊

勢
物
語
』（
山
本
登
朗
・
二
〇
一
六
年
・
和
泉
書
院
）
に
絵
を
掲
載
し
た

一
本
で
も
、
同
じ
段
の
絵
の
同
じ
人
物
の
鎧
の
胴
に
、
こ
の
同
じ
、
丸
に

大
の
字
の
紋
が
見
ら
れ
、
ま
た
構
図
全
体
も
、
左
右
逆
転
し
て
は
い
る
が

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
写
真
⑲
）。
原
屏
風
は
嵯
峨
本
に
比
較
的
近
い
姿
を

保
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
嵯
峨
本
か
ら
変
化
し
た
、

江
戸
時
代
の
絵
入
り
伊
勢
物
語
の
新
し
い
構
図
や
図
柄
が
、
こ
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
る
も
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
第
四
九
段
（
写
真
⑳
）
と
第
五
一
段
は
、
伊
勢
物
語
の
全
文
が

書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
金
地
部
分
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
見
計
ら
っ
て
、
文

字
の
大
き
さ
も
変
え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
自
由
に
文
字
を
書
い
て

い
る
筆
者
池
田
綱
政
の
姿
が
、
こ
れ
ら
「
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
か
ら
は
う

か
が
わ
れ
る
。

林
原
美
術
館
所
蔵
の
池
田
家
資
料
に
は
、
書
と
と
も
に
絵
に
も
造
詣
の

深
か
っ
た
綱
政
が
絵
師
た
ち
と
と
も
に
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
書
画
一
体

の
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
メ
ク
リ
四
十
二
枚
」
が
痕
跡

を
伝
え
て
い
る
原
屏
風
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
作
例
の
一
つ
で
は
な
か
っ

た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

原
屏
風
の
絵
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
き
わ
め
て
残
念
だ

が
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
数
多
く
の
伊
勢
物
語
屏
風
が
消
え
て
い
っ
た

中
に
あ
っ
て
、
藩
主
の
筆
蹟
と
し
て
こ
の
よ
う
な
形
で
大
切
に
保
管
さ
れ

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
幻
の
伊
勢
物
語
屏
風
は
そ
の
存
在
の
痕
跡
を
現
在
に

ま
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。そ
し
て
、筆
者
が
池
田
綱
政（
寛
永
十
五
年
・

一
六
三
九
～
正
徳
四
年
・
一
七
一
四
）
に
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
我
々
は
、
現
存
す
る
伊
勢
物
語
屏
風
の
中
で
は
も
っ
と
も
嵯
峨
本
に

近
い
姿
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
原
屏
風
の
成
立
時
期
を
、
確
実

写真⑲　絵入り伊勢物語 12 段

写真⑳　49 段
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に
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〈
付
記
〉

　

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
～
二
〇
一
八
年
度
関
西
大
学
教
育
研
究
緊
急

支
援
経
費
を
受
け
て
行
っ
た
共
同
研
究
「
林
原
美
術
館
所
蔵
資
料
の
総
合

的
調
査
―
岡
山
池
田
藩
藩
主
の
文
事
と
岡
山
の
文
化
を
探
る
―
」（
代
表
・

山
本
登
朗
）、
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
～
二
〇
二
一
年
度
関
西
大
学
教
育

研
究
高
度
化
促
進
費
を
受
け
て
行
わ
れ
て
い
る
「
林
原
美
術
館
所
蔵
資
料

の
総
合
的
調
査
―
林
原
美
術
館
と
の
連
携
強
化
の
た
め
に
―
」（
代
表
・

乾
善
彦
）
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
調
査
研
究
に
あ
た
っ
て
、
貴
重
な
資

料
の
閲
覧
お
よ
び
撮
影
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
林
原
美
術
館
の
御
厚
情
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

�

（
や
ま
も
と　

と
く
ろ
う
／
本
学
名
誉
教
授
）


